３．セルフメディーケーション、在宅医療の実践の場としての附属薬局設置
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要約
　４学部の各拠点に附属薬局を設置することにより、統一した基準による実務実習、高齢者医療、中山間地域医療、在宅医療など各地域に特化した医療サービス提供のモデル構築が可能となる。地域の薬剤師会との協働により、地域薬剤師の技能均てん化への取組み及び地域薬局の在るべき姿の探究と先駆的取り組みに活用することが可能となる。設置の準備段階として、立地条件の異なる７大学の附属薬局を視察し、設置目的・活用・地元薬剤師会との連携等について調査を行った。その結果、附属薬局の設置・開局までに地元薬剤師会の賛同がなかなか得られない。理解を得られるため、附属薬局に研修室、サテライトを設け地元薬剤師会等に開放している。また、附属薬局の機器を用いて薬剤師に無菌調製等の指導を行っていた。既存の大学附属薬局の調査を行った結果、私学の場合、経営者の理解が得られるか？、地元薬剤師会の理解・協力？等の問題点が浮かび上がった。そのため、附属薬局設置の前段階として連携薬局の模索を行うこととした。連携薬局条件としては、調剤業務だけでなく、在宅医療、介護医療、へき地医療等を行っている薬局とし、大学の教育課程にも参画してもらうこととした。現在、徳島県で３グループ薬局、高知県で２グループ薬局、香川県で２薬局と連携を行っている。
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１．目的
　４学部の各拠点に附属薬局を設置し、統一した基準による実務実習と、高齢者医療、中山間地域医療、在宅医療など各地域に特化した医療サービス提供のモデル構築を行う。地域の薬剤師会との協働により、地域薬剤師の技能均てん化への取組み及び地域薬局の在るべき姿の探究と先駆的取り組みに活用する。

２．活動内容
　既存の大学附属薬局について、設置目的・活用・地元薬剤師会との連携について調査を行った。調査薬局は、立地条件の異なる大学附属薬局（関連薬局を含む）とした。
2013年度は、１．大阪薬科大学附属薬局、２．慶応大学附属薬局、３．北海道薬科大学附属薬局。2014年度は、４．岐阜薬科大学附属薬局、５．アカンサス薬局（特定非営利活動法人「健康 環境 教育の会」 （薬局長は金沢大学薬学部教授）。2015年度は、６．城西大学附属薬局、７．明治薬科大学附属薬局を調査した。立地条件は、１は大学病院の門前、２は大学の校内、３はJR病院の門前、４は大学病院の門前（門前の中でも一番遠い）、５はNPO法人が経営し大学病院の門前（門前の中でも一番遠い）、６は大学病院の門前、７は駅前のクリニックの門前であった。

３．成果
　附属薬局の設置・開局までに地元薬剤師会の賛同がなかなか得られない。理解を得られるため、附属薬局に研修室、サテライトを設け地元薬剤師会等に開放している。また、附属薬局の機器を用いて薬剤師に無菌調製等の指導を行っていた。既存の大学附属薬局の調査を行った結果、私学の場合、経営者の理解が得られるか？、地元薬剤師会の理解・協力？等の問題点が浮かび上がった。そのため、連携薬局の模索を行うこととした。
　連携薬局条件としては、調剤業務だけでなく、在宅医療、介護医療、へき地医療等を行っている薬局とし、大学の教育課程にも参画してもらうこととした。薬局の薬剤師には、教員・特任教員として講義の一部を担当してもらい、共同研究も行うこととした。このことにより、在宅医療・高齢者医療・へき地医療についての実践教育が可能となった。
連携薬局は現在、以下のようになっている。
徳島文理大学薬学部
　徳島県
　　１．（株）グローバルアシスト（10店舗）
　　２．（有）サンコーファーマシー（9店舗）
　　３．NPO法人「山の薬剤師たち」　こやだいら薬局
　
高知県
　　４．四国調剤グループ（18店舗）
　　５．エールファーマシー（23店舗）
徳島文理大学香川薬学部
　香川県
　　６．NPO法人「へき地とあゆむ薬剤師」　多和薬局
　　７．（株）プラスファーマシーズ（かたもと駅前薬局）
松山大学薬学部
　愛媛県は、松山会営薬局を候補として薬剤師会と協議中

連携取組の積極的な情報提供は、各学部のホームページやニュースレターを通じて行っている。

４．今後の予定
　補助金事業終了後も連携薬局を充実させると共に、附属薬局設置にむけて継続していく予定である。
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